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19世紀イギリス・ロマン派の代表的詩人ウィリアム・ワーズワス（William 
Wordsworth, 1770-1850）に対して、我々現代の読者はどのようなイメージを
抱くだろうか。この詩人の姿を、彼の作品中に登場する自然と調和して生きる
隠者と重ね合わせる人は少なくないだろう。また、ナショナル・ポートレー
ト・ギャラリー蔵の晩年の肖像画（図１）に描かれているような思索に耽る姿
を思い浮かべる者も多いだろう。『叙情民謡集』（Lyrical Ballads）が1798年に
出版された後、ワーズワスは詩人として世に知られた存在になっており、生存
中からその人となりについて記述されてきたが、それらの多くは19世紀前半に
急速に読者層を拡大しつつあった定期刊行雑誌に掲載された。例えば、ウィリ
アム・ハズリット（William Hazlitt, 1778-1830）は “My First Acquaintance 
with Poets” を1823年４月号の『リベラル』（The Liberal）に発表しているし、
『ロンドン・マガジン』（London Magazine）は1820年３月号において “Living 
Authors” という企画の第二弾としてワーズワスに関する記事を掲載してい
る。この論考では、ワーズワスを描いたこれらの作品のうちで最も早い時期に
上梓されたジョン・ウィルソン（John Wilson, 1785-1854）の「湖水地方から
の手紙」2を分析することにより、ワーズワスの当時のイメージを明らかにする
とともに、現代の我々が抱くワーズワス像の起源を探ることを試みる。
ワーズワスの肖像
－ジョン・ウィルソン「湖水地方からの
手紙」における詩人像－
1
安　富　由季子
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１
「湖水地方からの手紙」は三つの手紙から構成されている。第一、第二の手
紙は、『ブラックウッズ・マガジン』（Blackwood’s Edinburgh Magazine）の
1819年１月号に掲載され、第三の手紙は同年の３月号に掲載された。3『ブラッ
クウッズ・マガジン』は、エディンバラで出版社を経営するウィリアム・ブ
ラックウッド（William Blackwood, 1776-1834）が、ライバルであるアーチボ
ルド・コンスタブル（Archbald Constable, 1774-1827）の発行する『エディン
バラ・レヴュー』（Edinburgh Review）に対抗するために1817年４月に創刊した
雑誌である。『エディンバラ・レヴュー』がホイッグ党支持であるのに対し
て、『ブラックウッズ・マガジン』はトーリー派であり、王権・国教会擁護派
であった。その成立に政治的背景が色濃く反映されている『ブラックウッズ・
マガジン』であったが、その内容は政治に関するものにとどまらず、詩、小説
やイギリス独特の笑いであるユーモアなどバラエティに富み、後には、日本を
含めた極東の探訪記も連載している。また、当時流行していた恐怖小説も掲載
しており、これがエドガー・アラン・ポー（Edger Allan Poe, 1809-49）に影
響を与えたことは有名である。創刊当初の半年は評判が芳しくなかったため、
ブラックウッドは担当者を解雇して自らが編集者となり、ジョン・ウィルソン
やロックハート（John Gibson Lockhart, 1794-1854）らを迎えて寄稿者を一新
し、雑誌名も当初の Edinburgh Monthly Magazine から Blackwood’s Edinburgh 
Magazine に変更して、1817年10月に再出発した。この試みが成功し、『ブラッ
クウッズ・マガジン』は広い読者層を獲得し、“the Maga” の愛称で親しまれ
ることとなった。
『ブラックウッズ・マガジン』は、“the first important public champion of 
Wordsworth”（60）というド・クインシー（Thomas De Quincy, 1785-1859）の
言葉に示されるように、ワーズワスの作品および作品評を掲載したことで、こ
の詩人をさらに世に広めた功績でも知られている。これらのワーズワスに関す
る記事を主に執筆していたのが、ジョン・ウィルソンであった。オックス
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フォード大学在学中の1806年に優れた詩作に与えられる Newdigate Prize を獲
得したウィルソンは、1820年にはエディンバラ大学の道徳哲学の教授となり、
Professor Wilson とも称された。ウィルソンは1817年から『ブラックウッズ・
マガジン』の寄稿者として活躍し、1821年までの５年間にワーズワスに関する
記事および作品評を８点投稿している（Strout, Bibliography 182-87）。
２
ウィルソンは通例、Christopher North というペンネームを用いていたが、
「湖水地方からの手紙」に限り Phillip Kempferhausen というドイツ名のペン
ネームで寄稿している。そのタイトルおよび各手紙冒頭の “My dear 
friend” という呼びかけに示されているように、この手紙はドイツからの旅人
である「私」が湖水地方を旅した際の詩人達との出会いをドイツにいる友人に
語るという形式をとっている。かつて共に詩を読み、その人となりについ
て “a dim and shadowy picture” を思い描いた偉大な英国の詩人達、すなわ
ち、“those men of genius” に関する情報を友人である「君」は興味深く読ん
でくれることと思う、と「私」は述べる（Letter II：401）。「第一の手紙」は湖
水地方の山々や湖の無限の美しさを描写し、その壮美さゆえに、この地
を “Paradise”（396）と表現、「第二の手紙」ではアンブルサイド滞在中に偶然
出会った詩人サウジー（Robert Southey, 1774-1843）との交流を報告する。そ
して、サウジーの紹介によりワーズワスを訪問することになった際の様子を描
いているのが「第三の手紙」である。
ワーズワスをライダル・マウントに訪ねる「私」は、「第三の手紙」冒頭で
早朝の湖水地方の自然風景を詳細に描写している。人気のない森、垣間見える
教会の白い尖塔、壮麗な滝、このような “perfect rural beauty”（6）はこれま
でに見たことがないと賞賛し、いかにこの地方の景観が見事であるかを繰り返
している。これらの記述において強調されているのは、“utter loneliness, 
profound solemnity, and a majestic calm”（10）という言葉に代表されるよう
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に、荘厳なまでの静寂である。このような清閑な自然は、スワーブ（Swaab）
が注釈で指摘しているように、ワーズワスの作品、特に1814年に出版された
『逍遥』（The Excursion）中の風景に酷似している（7）。
自然風景の描写に加えて、自然に対する認識もワーズワス作品のそれを強く
意識させるものになっている。一例を挙げると、「私」は自然への尽きぬ愛を
“how imperishable is the love of nature”（Letter I：397）と宣言し、“the solitude 
of nature” の中に置かれた時、“the awful conviction of our perishable being”
（Letter III：10）について思いをめぐらせると打ち明けている。このような自然
への愛情および自然の中における人間という存在についての黙想は、前述の
『逍遥』を初めとして、“Tintern Abbey”（1798）や “Michael”（1800）など、
ワーズワスの詩に頻繁に見られる特徴である。さらに、ワーズワス作品との類
似点として、「第三の手紙」で語られる、ある少女のエピソードも指摘してお
きたい。村の中心に立つ鬱蒼とした樫の木々の茂みを通りかかった時、散歩の
途中で何度か出会った一人の美しい少女のことを「私」は思い出す。肺病で亡
くなり、お気に入りだったその場所に前日に葬られたばかりのその少女を想起
して「私」は悲嘆に暮れるのであるが、しかし、“the beauty of nature, now 
momently dawning into strength and brightness, overcame all mournful 
thoughts, and forced my heart into the expansion of happiness”（9）と、深い悲
しみが自然の力によって癒されることを明言する。傷心を癒すこのような自然
の力は、“Michael” や “Immortality Ode”（1804）に示されているワーズワス
的な自然の本質を模倣したものであることに疑念の余地はない。実際、このエ
ピソードの直前に挿入されている “The innocent brightness of the new-born 
day”（9）という一行は、ワーズワスの “Immortality Ode” からの引用であ
り、さらには、「第一の手紙」冒頭においても、“my hearts leaps up when I 
behold a rainbow in the sky”（396）と“Immortality Ode” のエピグラムが掲げ
られていることにも明らかなように、「湖水地方からの手紙」はワーズワスの
自然に対する認識を踏襲している。そして、その自然描写および自然の捉え方
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をワーズワス作品に倣うことにより、「湖水地方からの手紙」は、読者がワー
ズワスの詩の世界に踏み込んだかのような印象を与えることに成功しているの
である。
３
このように、冒頭３分の１弱を費してワーズワスの詩の世界を再現した後、
「第三の手紙」は「私」とワーズワスとの対面の場面に到る。「湖水地方からの
手紙」におけるワーズワス像の特徴は、第一に、ワーズワスの外見や言動につ
いて詳細な描写がなされている点にある。「私」がワーズワス邸を訪れた時、
家族と共にテラスで朝食の席に着いていた初対面の詩人の印象を、「私」は次
のように説明している。
The features of Wordsworth’s face are strong and high, almost harsh and 
severe－and his eyes have, when he is silent, a dim, thoughtful, I had 
nearly said melancholy expression. . . .　His brow is very lofty－and his 
dark brown hair seems worn away, as it were, by thought, so thinly is it 
spread over his temples.　The colour of his face is almost sallow; but it is 
not the sallowness of confinement or ill health, it speaks rather of the rude 
and boisterous greeting of the mountain-weather.（13）
ここに描かれている、目鼻立ちのはっきりした顔立ち、立派な眉などの外見上
の特徴は、「湖水地方からの手紙」の４年前である1815年に友人の画家ベン
ジャミン・ヘイドン（Benjamin Robert Haydon, 1786-1846）が作成したワー
ズワスのライフマスク（図２）に明瞭に表わされている。その顔面の特徴は、
ハズリットの表現を借りると、“an intense, high, narrow forehead, a Roman 
nose, cheeks furrowed by strong purpose and feeling”（224）であり、上記の
ウィルソンの描写とも共通する。「私」はワーズワスの第一印象とし
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て “something grave almost austerity”（12）を挙げつつも、その笑顔は “the 
most powerful smile I ever saw”（13）であり、それがこの詩人にこれまで気が
つかなかった新しい性格を付け加えることも発見している。しかしながら、こ
の記述の直後に、笑顔はワーズワスの威厳のある顔つきには長く居座るもので
はなかったと結論付けているように、また、“Never saw I a countenance in 
which CONTEMPLATION so reigns”（13）と言及しているように、全体とし
てのワーズワスの印象は “melancholy”、“solemnity”（13）であり、あくまで
も動ではなく静であることが強調されている。加えて、ワーズワスの話しぶり
は、まじめに話す時、内面からの思索に従うことによって “soliloquizes”（14）
しているようだ、としている。さらに、“There was not visible about him the 
same easy and disengaged air that so immediately charmed me in Southey”（12）
と、「第二の手紙」に登場したサウジーとの比較によりワーズワスの厳然たる
態度を引き立たせている。このようなワーズワスの人となりをこの手紙中の表
現で要約すると、“a hermit who converses with nature in his silent cell, whose 
food is roots and herbs”（13）となり、まさにワーズワスの作品中の沈思黙考
する隠者のイメージと繋がるのである。
「第三の手紙」では、ワーズワスの外見だけでなく、その思想についても言
及されている。ワーズワスが詩について語る際の雄弁さに接し、「私」は
“poetry was the element in which he lived, and breathed and had his being”（14）
と感銘を受けるが、ここで注目すべき点は、定期刊行雑誌－この「湖水地方
からの手紙」もまさにその定期刊行雑誌に掲載されているのだが－に対する
ワーズワスの意見を提示していることである。
He had never seen any important principles laid down there [in periodicals], 
nor did he see how a poet could become wiser in his own art by aid of the 
instructions, however kindly meant, of such critics. . . .（15）
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ワーズワスが定期刊行雑誌に否定的であり、詩人はその批評から得るものがな
いと考えていたことを、その定期刊行物の寄稿者として活躍していたウィルソ
ンは一種皮肉をこめて示している。
以上のように提示されたワーズワスの外見上の特徴、および詩や雑誌に対す
る態度から分かることは、「湖水地方からの手紙」において描かれているワー
ズワス像が「私」による詩人の定義－“who devoted his whole life to the study 
of his art,－who in his solitude sought truth, and truth alone”（15）－を具現化
した姿そのものだということである。真実の探求に人生を捧げ、真実のみを求
める姿は、いかにもワーズワスの作品中の隠者のイメージそのものであり、こ
れこそが、「私」が友人に告げようとした “those men of genius” （Letter II：
401） の姿であると言えよう。
４
ここまで検証してきたワーズワス像は、偉大な詩人としてのいわば公人とし
ての資質であるが、「湖水地方からの手紙」は私的な領域にも踏み込んでい
る。まず、「第三の手紙」でワーズワスの家族への深い愛情を取り上げている
点に注目したい。「私」はこれまでに、自分という他者が家庭内に入り込むこ
とによって、その家の主が家族への愛情を露にすることを避ける場面に往々に
して遭遇してきたが、ワーズワス家ではそのようなことはなく、この詩人
が “so kind, so attentive, and so affectionate, to his own happy family”（13）で
あることを知り、嬉しく感じている。この家族間の愛情は「私」との散歩から
帰ってきた際の家族の歓待ぶりにおいても、“Mr. Wordsworth was received by 
his family with as much eager delight as if he had been absent for days, and I 
came in for my share of kindness of such kind hearts”（17）と強調されている。
ここではワーズワスと共に「私」もその歓迎に与ったのであるが、この見知ら
ぬ旅人へのもてなしもワーズワスの人間的美徳とみなすことが出来よう。サウ
ジーの紹介があるとはいえ、突然高名な詩人を訪問することに気後れを感じて
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いた「私」であったが、ワーズワスとその家族による “Their kind and affable 
reception”（12）がすぐにその気まずさを取り除いてくれたことを喜びを持っ
て語っている。見知らぬ他人、しかも外国からの旅人をも家族同様に受け入れ
る、このような心の広さをワーズワスの美点として「湖水地方からの手紙」は
前面に押し出しているのである。
さらに、ワーズワスとその土地に住む人々との交流に関する記述にも目を向
けたい。朝の礼拝のためワーズワス一家と教会に同行した「私」は、その道す
がら、家族や羊飼い達と会話しながら歩む彼らの様子、そして、土地の人々、
特に詩などを理解しないような階級の人達が、ワーズワスに敬意を払っている
様子に感銘を受ける。そして、人々に尊敬の念を抱かせているのは、ワーズワ
スの詩人としての偉大さではなく、むしろ “the benevolence and charities of 
his life”（13）であるとの認識に到る。
このように、家族への愛や旅人への礼遇といった美徳を有し、土地の人々か
らも尊敬を受ける、私人としてのワーズワスに触れ、「私」は “I less envied 
William Wordsworth his glory as a prevailing poet, than his happiness as a 
philanthropist and a Christian”（14）と述べて、博愛主義者、キリスト教者と
してのワーズワスを強調する。すなわち、ワーズワスを含めた湖水地方の詩人
達は、これまで一般的に捉えられていたような “creative spirits in the world of 
inspiration”（Letter II：401）としてのみ表象されているのではなく、“human 
beings”（Letter II：401） としての面も強調されているのである。ワーズワスの
偉大な「天才」詩人としての資質のみではなく、模範となる一家の主として、
またその土地の父的な存在としても焦点を合わせているところに、この「湖水
地方からの手紙」の特徴があるといえよう。
５
以上、この作品におけるワーズワス像を検証してきたが、最後に、この「湖
水地方からの手紙」の背景や出版後の反応、そしてこの記事が与えた影響に光
ワーズワスの肖像－ジョン・ウィルソン「湖水地方からの手紙」における詩人像－ 31
を当ててみたい。前述のように、「湖水地方からの手紙」は、才能ある詩人と
しての公人ワーズワスと尊敬すべき一家の主としての私人ワーズワスの両面を
詳細に描き出している。これらの描写から分かることは、この記事の筆者は、
設定にあるような通りがかりの外国からの旅人では決してなく、ワーズワスを
個人的にも良く知る人物でなければならないということである。実は、著者の
ジョン・ウィルソンは若い頃からワーズワスの熱烈なファンであり、1802年17
歳の時には、ワーズワスの『叙情民謡集』を賞賛する熱烈なファンレターを書
き送っている。見知らぬものからの手紙に対して返信することが少なかった
ワーズワスであったが、このウィルソンの書簡に対しては珍しく返事をしたた
めている（Dorothy and William Wordsworth, 292）。その後1807年にウィルソ
ンは湖水地方に移り住み、ワーズワス一家とは家族ぐるみで交際するようにな
る。ワーズワスの散文集に収められている “The Letter to Mathetes”（1809-
10）は悩める若者へのアドバイスであるが、その契機はウィルソンへの訓戒で
あった。「湖水地方からの手紙」におけるワーズワスとその家族の詳細な描写
は、ウィルソンの長年にわたる彼らとの関係に裏打ちされていたのである。
しかしながら、ウィルソンがワーズワスおよびその家族の日常を「湖水地方
からの手紙」において事実に忠実に再現したかというと、それはまた別の問題
である。実際の状況とは明らかに違う点が、分かっているだけでも数箇所、容
易に指摘できるからである。一例を挙げると、「第三の手紙」では、“It 
[Wordsworth’s house] is altogether different from that splendid amphitheatre in 
which Southey lives”（12）と記されているように、ワーズワスの家はその前日
に訪ねた豪華なサウジーの館と対比して、“the humbler dwelling”（12）とその
質素さが強調されている。だが実際には、ワーズワス一家が1813年から居住し
ていたライダル・マウントは大きな庭を持つ丘の上の邸宅で、それ以前に彼ら
がグラスミア村で住んでいたダヴ・コテージに比べれば決して “humble” と
は言えず、当時の一般的庶民の住居としては裕福な類に入るものであった。ま
た、村人との関係についても、ライダル・マウント周辺の住人はグラスミア村
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の人々に比べるとお高くとまっていたと言われており、ワーズワス一家とも
「第三の手紙」に描かれているような友好的な関係であったかどうかには疑問
が残る。
上記のような明らかに事実と異なる点に目を向けることによって、ウィルソ
ンがワーズワス像をどのように変容させたのかが浮かび上がってくる。ワーズ
ワスの知人である同時代の作家達が残したこの詩人に関する記述は、既出のハ
ズリットやド・クインシー、さらにはヘンリー・クラブ・ロビンソン（Henry 
Crabb Robinson, 1775-1867）らの作品いずれもが、書き手が自らの立場を偽
らず、ワーズワスとの会話や体験を現実の設定のままに記しているものがほと
んどである。いわば、ノンフィクションに近い性格を持つといえよう。対し
て、ウィルソンの「湖水地方からの手紙」は、筆者がドイツからの旅人である
ように装っている点や、湖水地方の風景描写にワーズワスの作品を模倣してい
る点などから、フィクション性が強いことは明白である。すなわち、この作品
におけるワーズワス像は実体験からの詳細な事実に基づきつつも、ウィルソン
によって創作された詩人像なのである。
この詩人像について考える時、忘れてならないのが「湖水地方からの手紙」
に対するワーズワス本人の反応である。ワーズワスはウィルソンの「湖水地方
からの手紙」を読んで立腹し、『ブラックウッズ・マガジン』の家庭内への持
込を禁止した。そのため、ワーズワス家の女性達は、この雑誌に掲載された
ワーズワスの作品評を知りたいがために、ブラックウッズ・マガジンを
“smuggle” しなければならなかったほどであった（Moorman vol.2. 409）。ま
た、ワーズワスの妻メアリーの妹サラ・ハッチンソン（Sara Hutchinson, 
1775-1835）は1819年 5 月 7 日付けの手紙で『ブラックウッズ・マガジン』
を “pre-eminent among the periodical publications－for gossip personality and 
scurrility”（155）と批判している。「湖水地方からの手紙」が掲載されたの
が、同年の１月号と３月号であったことを考慮すると、この言及はウィルソン
の記事を批判していると考えて間違いないであろう。ワーズワス本人は「湖水
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地方からの手紙」に対して否定的態度を取った理由を明瞭には書き残していな
いが、個人的な家庭の様子や日常生活の詳細を長年の友人に暴露されたこと、
すなわち「第三の手紙」の表現を用いれば、“an aversion to intrude on the 
privacy of a great poet”（12）にあるのではないかと推測される。 
ワーズワスおよびその家族が価値を認めなかった「湖水地方からの手紙」
は、しかしながら、ワーズワス像形成においては重要な役割を担っている。そ
の貢献を明らかにするためのヒントを与えてくれるのが、ワーズワスの肖像画
である。ワーズワスの肖像画は数多く作成されたが、スワーブも指摘している
ように、そのすべてが同じ人物を描いているとは信じられないほど変化に富ん
でいる（xxv）。「湖水地方からの手紙」とほぼ同時期のカラザーズ（Richard 
Carruthers, 1792-1876）による肖像画（図３, 1817-18年）は、代表的なワーズ
ワスの肖像画とされるヘイドン作の肖像画（図１, 1842年）と同様に、伏し目
がちにうつむき思索にふける姿で描かれている。この姿はまさに、今回検証し
てきた「湖水地方からの手紙」に見られるワーズワス像の絵画的表象であると
言えよう。この肖像の20年前に作成された、現存する最も古いワーズワスの肖
像（図４）と比較するとそのイメージの違いは歴然である。若きワーズワス
は、昂然と頭を上げ、観る者に視線を合わせて微笑みかけてさえいる。これら
の肖像画に表されているイメージが変化していることからも分かるように、沈
思黙考する詩人というワーズワス像は彼の経歴の当初から存在していたわけで
は決してなく、おそらく1810年代後半から20年代にかけて形成された可能性が
高いということである。そして、詩人＝隠者としてのワーズワスのイメージ形
成の一部を「湖水地方からの手紙」が担っていたであろうことは、ワーズワス
本人がこの記述を評価していなかったにもかかわらず、この記事が The 
Westmoreland Gazette や The Carlisle Patriot などの地方紙に再掲載されるほど
の人気を博したことからも、十分に考えられることである。現代の我々が抱く
偉大な詩人としてのワーズワス像、そして、ヴィクトリア朝時代に浸透してい
た人格者で良き父としてのワーズワス像の原型は、1819年の「湖水地方からの
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手紙」においてすでに形成されていたのである。
註
１   この論文は、1999年９月の大阪大学文芸学研究会第三回研究会における口
頭発表を基に、修正・加筆したものである。
２   “Letters from the Lakes: Written During the Summer of 1818. Translated 
from the German of Phillip Kempferhausen”がフルタイトルである。
３   “Letter I”と“Letter II”の引用は、John Wilson, “Letters from the Lakes; 
Letter I and II” Blackwood’s Edinburgh Magazine, vol. 4 （Edinburgh: 
William Blackwood, 1819） 396-404からとする。また、“Letter III”は、
John Wilson, “Letters from the Lakes; Letter III” The Lives of the Great 
Romantics, ed. Peter Swaab, vol.3 （London: Pickering & Chatto, 1996）
6-17から引用する。
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図１　Benjamin Robert Haydon
Wordsworth on Helbellyn（1842）
David Blayney Brown, et al, 
Benjamin Robert Haydon
（Kendal: Wordsworth Trust, 1996） 58.
図３　Richard Carruthers
Oil painting of Wordsworth（1817-18）
Stephen Gill ed.,
William Wordsworth
（Oxford: Oxford UP, 1990） frontispiece.
図２　Benjamin Robert Haydon 
Lifemask of Wordsworth（1815）
David Blayney Brown, et al, 
Benjamin Robert Haydon
（Kendal: Wordsworth Trust, 1996） 58.
図４　William Shutter
Wordsworth（1798）
Journals of Dorothy Wordsworth
（London: McMillan, 1952） vol.1, 16.
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　 William Wordsworth（1770-1850）, a major English Romantic poet, is often 
portrayed as a solemn figure, always in meditation with downcast eyes.　The aim 
of this paper is to clarify the primary image formation of Wordsworth by examining 
John Wilson’s “Letters from the Lakes”（1819）, one of the earliest writings on the 
poet’s life story.　In the first part of the letters, Wilson tries to recreate a 
Wordsworthian world by imitating his depictions of nature and its reviving power. 
“Letters” then gives minute descriptions about the poet’s countenance such as his 
eminent nose and high forehead.　The poet’s static aspect is stressed with words 
like “solemnity” and “melancholy.”　The uniqueness of Wilson’s “Letters” is its 
reference to the poet’s private life.　Wordsworth and his family don’t hesitate to 
express their love to each other even in the presence of others.　Wilson’s writings 
give a full picture of Wordsworth as a poet with talent and a man of high moral 
standards.　A careful reading, however, reveals some differences in housing and 
neighborhood circumstances between Wordsworth’s actual life and those in 
Wilson’s “Letters.”　In addition, though Wilson has known the poet personally for 
years, he sets up the situation that the author of the “Letters” is a traveler from 
Germany and meets Wordsworth by chance.　All these things make it clear that 
Wilson’s Wordsworth is a carefully crafted image rather than a sober biography.　
Despite Wordsworth’s strong discomfort to this article, “Letters” became popular 
and appeared repeatedly in local papers.　It seems reasonable to conclude that 
Wilson’s “Letters from the Lakes” contribute to creating a prototypical image of 
Wordsworth.
The Representation of Wordsworth in John Wilson’s 
“Letters from the Lakes”
Yukiko Yasutomi
